
トイレか らみた環境問題

高 橋 正 明

は じめ に

最近 トイ レが 注 目され ている。 動物 は生 きて いる限 り排 泄す る。 人々は食べ、 飲む こ

とに関 して は貧欲 なまでの興味 を示 し、 それ を獲物す るため には信 じられ ないほ どのエ

ネルギー を費や して きた。 しか し、 こ と排 泄に関 しては、ほ とん ど関心が払 われ なか っ

た。

かつての ヨー ロッパの都市 にお いては、家屋 には トイレが無 く、糞尿は道路 に投 げ捨

て られ、最悪 と も言 える衛生状 態 にあった。ベ ルサ イユ 宮殿が排 泄物 に対 してひ どい状

態 にあ ったこ とは余 りに も有名 で ある。糞尿 の処理 に注意が払 われ るよ うにな ったのは

20世 紀 に入 ってか らで ある。

人間が一 人一 日に出す尿 の量は約1,250gで 、年 当た りにす る と450kgに なる。固形物
　　

のほ うは一 日当た り125～160gに な り、これは年間45～60kgが 排 泄 され る。日本全体 で

は年間、米 の生 産量1,000万 トンに匹敵す る莫 大 な量 の固形物 が排 泄 されて いるこ とにな

る。人類 に とって糞尿の処理 の問題 は、 さけて は通 れ ない重要 な問題 となって来て いる

ので ある。

都市の時代 と言われ る現 代にお いては、人 口の過度 の集 中は 多 くの環境問題 を生ぜ し

め るこ ととな った。都市 ア メニ テ ィー の問題 ともか らんで、 トイレが注 目 され るよ うに

なって きた。 これ までは人間の体 の 入 ロー 「食」 の部分 に重点 がおかれ て研 究が なされ

て きたが、 これか らは出 ロー 「排泄」 に関わ る研究 が重要 な課題 と して浮か び上 が って

きたの であ る。

昨今 の トイレブー ムは この よ うな背 景の もとに生 じて きた もので あるが 、我国 におけ

る トイレの研究 において、 日本 トイレ協会の果 た して きた役割 は大変大 きい ものが あ る。

1985年 の協 会設立 以来国内の 各地 で 「トイ レシンポ〉ジウム」 を開催、 内外 で トイ レに興

味 を持 つ人 々が研 究の成果 を発表 して きた。

そ して1993年6月4日 か ら6日 にか けて 「アーバ ン リゾー トフェア'93」 の一 環 とし
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て、神 戸市 と日本 トイレ協 会が主催す る 「神戸国際 トイレシンポ ジウム」が開催 された。

「21世紀 の世 界の トイレ環境 を考 え る」 をテーマ に中国、香港 、 タイ、韓国、 ア メ リカ、
　 　

フ ランスか ら研究者 、企業 人な どが参加 、興味 ある発表 と活 発な討論 が展開 された。 こ

れは トイレに関す る最 初の国際 シンポジウムであ ったが、1994年 には香港 で第2回 の シ

ン ポジウムが開催 され るな ど、 トイレ研究 は ます ます充実 の度 を高め て きてい る。

トイレの研究 は、 いまだ学 問的に トイレ学 として確立 された とは言 いがたいが、医学 、

建築 学、都市工学 、衛生学 、社 会福祉学 、文 化 人類学、考古学 、地理学 な どの分 野か ら
ヨ ド

興味 深 い成果 が蓄積 され る ように なって きてい る。 人間生 活の最 も基本的 な研究対 象 と

して、 トイ レの研 究が ます ます重要性 を高 めて くるこ とであ ろ う。

本稿で は、 トイレ ッ トペー パー を中心 に、環 境問題 の視 点か ら今後 の トイレの課題 に

接 近す るこ とに した い。

1.家 庭用薄葉紙の消費量

(1)紙 消 費の世 界的動 向

数 あ る紙 の中で 、 トイレ ッ トペ ーパーは1度 使 えば2度 と再利 用で きない とい う特性

を有 してい る。最 近パ ルプ100%の トイ レッ トペーパー が増 えつつ あるが、紙の リサ イ ク

ル とい う点か らみれ ば、時代 に逆行 して いる としか言 えまい。(第1表)。

第1表 トイレットペーパーのパルプ物 と再生紙物の出荷量の推移
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ペーパー レス時代、森林 資源の保護 が叫ばれて いるが、文 明の 発達 は紙 の消費 を ます

ます拡大 してい る。1992年 にお ける世 界の紙 ・板紙 の生 産量は約2億4651万 トン。数 字

だ けで は どの程度の量 か分か り難 いが、同 じ時期 の世 界の米の生産 量が5億2548万 トン

になるので、重 さか らみれば、米 の約 半分 に相 当す る紙 が世 界で生産 されて い ることに

なる。

これ を国別 に見る と、ア メリカが7,473万 トンで断然 トップ。 次いで 日本2,832万 トン、

中国1,725万 トン、カナ ダ1,660万 トン、 ドイツ1,293万 トン と続 く。そ して これ ら上位5

力国 で世 界の紙生 産量の60.8パ ーセ ン トを 占め てい るので ある。 日本 はア メ リカに続 く

世 界第2位 の紙生 産大 国で ある。 ちなみ に、 日本で1年 間 に生 産 され る紙の重 さは、 日

本 の米 の生産量 の約3倍 にあたる もので ある(第2表)。

次 に紙 の消 費について検討 してみ よ う。世 界の1人 あた りの紙 消費量 は45.3グ ラムで
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あ るが 、これ も国 に よって大 変 な開 きが あ る。トップの ア メ リカは309kg。 日本 は228kg

で世 界で2番 目に 多い。 続 いて シ ンガ ポール、ベ ルギー 、デ ンマ ー クと続 く。1人 あた

り年 間 消費 量が200kgを 超 える国は9力 国 、100kgを 超 えるの は25力 国 を数 え るが、年

間1kgに 達 して いな い国 も多数 存在 して い る。紙 の消 費の 多い国 は北 西 ヨー ロ ッパ 、北

ア メ リカ、東 ア ジア に集 中 して い るの に対 して、西 南 ア ジア 、ア フ リカ、 南ア メ リカ、

東 ヨー ロ ッパの国 々 は大 変 少な い。 紙 の消 費 には、著 しい地域格 差 が生 じてい るのが現

状 で あ る(第3表)。
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第3表1992年1人 当た り紙 ・板紙消費量
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(出所は第2表 に同 じ)
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(2)ト イレ ッ トペ ー パーの 消費 につ いて

日本 人が、1人 で1日 に使 う トイレ ッ トペー パー の使 用量は約8メ ー トル。 ア メ リカ、

カナ ダ に次 いで世 界 で3番 目に ラ ン クされ てい る。 日本 人だ けで、1日 に赤道 を10回 ロ
の

一 ルペ ーパ ー で巻 いて もまだ余 るほ ど使 ってい る とい う。世 界で トイレ ッ トペ ー パーの

使 用量 が1番 多いの はア メ リカで、1人1日 あ た り約10メ ー トル に達 す る。

ドイッ、 イギ リス、 フラ ンスな どで は3～5メ ー トル ぐらい消 費 され てい る。 ヨー ロ

ッパの 国々 に比べ る と 日本 の消 費量 はか な り高 い。 この原因 につ いては 、食べ 物 と排 泄

物 の硬 さの関係 と言 われ てい るが、必 ず しもそれ で説明 で きるわ けでは な く、 あ とで述

べ るよ うに そのほか の要 因 もあ る もの と考 え られ る。

ところで世 界で は、 トイレ ッ トペー パー を使用 して い る民族 は少数 派 と も考 え られ て

い る上 に、 トイレ ッ トペ ーパー その ものの生 産量や 消 費量 に関 して も、正確 には実態 を

把握 しえ ない きらいが ある。 そ こで こ こで は、 トイレ ッ トペー パーや チ リ紙 を含 む家庭

用薄 葉紙(衛 生用紙)を 資料 として 、 その実 態 に迫 るこ とに した い。 家庭 用薄葉 紙 とは

トイレ ッ トペ ーパー 、 テ ィッシュペー バー 、 タオル用紙 、生理 用紙 、お よび その他の衛

生紙 を さす。

第4表 は、主要 な国 にお ける家 庭 用薄葉紙 の消 費量 を示 した もので ある。消 費量 の1

番 高 いのはや は りア メ リカで 、1人 あた り年 間20.5kgに の ぼ る。ア メ リカは家庭 用薄葉

第4表 家庭用薄葉紙の生産 ・消費量

家庭用
薄葉紙(万t)

輸入 輸出
一 人当 り

消費量
消 費量(kg)

一

日本 1,475 0 0 1,475 11.90

韓国 268 0 4 264 6.05

台湾 177 34 7 204 9.27

香港 0 32 0 32 0.56

マ レー シ ア 59 3 2 60 0.35

イ ン ドネ シ ア 31 1 9 23 0.12

タ イ 55 4 5 54 0.94

オ ー ス トラ リア 165 15 1 179 10.23

トル コ 35 2 11 26 0.05

ア メ リカ 5,247 60 66 5,241 20.54

カナ ダ 530 26 80 476 17.63

イ ギ リス 473 169 30 612 10.63
一

フ フ ン ス 392 181 81 492 8.59

ドイ ツ 878 299 209 968 11.96

イ タ リア 401 51 211 241 4.17

スペ イ ン 260 66 17 309 7.77

ス ウ ェー デ ン 296 18 165 149 17.21

フ ィ ン ラ ン ド 150 1 88 63 12.60

(磐ご1レ鰹 禦 鞭 は1991年版)
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紙 の ほ とん どを 自給 してお り、輸 出入品 の 占め る割合 は少 な い。 これ に続 くのは カナ ダ

17.6kg、 スウェー デ ン17.2kgな ど紙 の生産 量の 多い国 セであ る。例 えば ス ウェーデ ン

で は、家庭 用薄葉 紙の生 産量 の57%を 輸 出 してお り、生産 、輸 出、消 費量 と もに 多い。

これに対 して、 南 ヨー ロ ッパ の 国々 は概 して衛 生用紙 の消 費量 が少 ない。

一 方 ア ジア に 目を転 じる と、日本が11.9kgで トップ を 占め、これ を台湾の9.3kgが 急

追 して い る。 さ らにこれ よ り大分 少 ないが、韓国6.lkgも 注 目 され る。 これ に対 してマ

レー シア0。35kg、 イン ドネシア0.1kg、 トル コ0。05kgな どの国 々は家庭 用薄葉 紙 の消

費量 は極端 に少 ない。 これ らの国 々にお いて は、 トイレ ッ トペー パー があ ま り使 われ な

い こ とか ら、 これ が家庭 用薄葉 紙の 消費量 を押 し下 げて い る要 因に な って い る もの と思

われ る。

(3)日 本 とア メ リカの家庭 用薄葉 紙 の消 費量の比較

こ こで 、 日本 の家庭 用薄葉 紙の 消費 の実態 を、 ア メ リカ と比較 す るこ とに よって 明 ら

か に したい。 まずア メ リカに おいて は、 トイレ ッ トペー パー が全体 の42.2%を 占め るが、

この他 にペー パー タ オルが33.3%と か な り高 い割合 を示 す(第1図)。 またア メ リカでは

テ ィ ッシュペ ーパー の消 費量 は少 な く、 日本の消 費量 の30%弱 にす ぎな い。 日本 で使わ

れ るテ ィ ッシュペー パー の代 わ りに、 ア メ リカ人はペ ーバ ー タオル とナプ キ ンを愛 用 し

て いるので あ る。 これ に対 して、 日本 は トイ レッ トペ ーパ ーが55.1%と 過半数 を 占め 、

続 いて テ ィッシュペ ー パーの 消費 が 多 くなる。 日本 でペー パー タオルの消 費が少 ない理

由 と しては、布 お しぼ りの存 在が あげ られ るで あろ う。最 近 では紙製 の お しぼ りもか な
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り出回 って い るが 、や は り伝 統 的 な布 製 のお しぼ りが市 場 を支配 してい る。 この お しぼ

りが 日本 にお け るペー パー タオル の増 加 を阻 ん でい るので あ る。

日米 の家庭 用薄 葉紙 の利 用 は、次 の よ うに なるで あ ろ う。

ア メ リカ=ト イレ ッ トペ ー パー+ペ ーパー タオ ル+ペ ー パー ナプ キン

日 本 二 トイ レッ トペ ー パー+テ ィ ッシュペ ー パー

第1図 は家庭 用薄 葉紙 の消 費量 の推移 を示 した もので あ る。 ア メ リカで は、過 去10年

間ほ どに トイ レ ッ トペ ーパー とペ ーパ ー タオルの消 費 は順 調 に伸 び てい るの に対 して、

テ ィッシュペ ーパ ー は低落傾 向 に あ るこ とが理 解 され よ う。 一方 日本 で は トイ レ ッ トペ

ーパ ー とテ ィッシュペ ーパ ー の消 費 は順調 に拡 大 してい るの に対 して、ペ ーパ ー タ オル

の消 費 は微増 程度 に とど まってい る。両 国 の消 費の違 いが 明瞭 に な るで あ ろ う。

さて家 庭 用薄葉 紙 にお け るア メ リカの特徴 は 、何 とい って もそ の消 費量の 多い こ とで

あ る。 トイ レ ッ トペ ーパ ーは1人 あ た り年 間8.5kg、 これ にペ ーパ ー タオル とペ ーパ ー

ナ プ キ ンを合計 す る17.9kgに もな る。 ア メ リカ人 は トイ レ ッ トペ ー パ ー で は 日本 人の

1.3倍 、家 庭 用薄葉 紙全体 では 、日本 人の2倍 近 くの量 を使 用 して い るので あ る。その点

では 日本の 布 お しぼ りは衛生 面の 問題 を除 け ば、 リサ イ クルの優 等生 で あ り、 資源 の節

約 に役 立 って い る と言 え るで あろ う(第2図)。

25

20

15

10

5

0

ア メ リカ1992年

人 口255,100人

テ ィシュペ ー パ ー

・一チ

6.0% 1.21kg
、

、

、

、＼
、 、

＼ 、
、

ト イ レ ノ ト

＼
、＼

ペ ー ノξ一

42.2%

8.47kg ＼＼
、
、 ＼
、
、 ＼

＼ ＼

日本1993年

人 口124,840人

、

、

、

、

テ ィ シ ュ ペ ー パ ー

＼ ＼ 4.23kg
、

、、 ㌧

" 、
34.6%

ペ ー パ ー
"

タオ ル 6.70kg ＼
、、

33.3%
、ぐ
、

＼＼ ト イ レ ノ トペ ー パ ー

＼1
、

6.74kg
55.1%

＼ い
ペ ー パ ー 、 い

ナ プ キ ン

13.7%

2.76kg

＼
、 、、
＼ い
＼

＼ 、 、＼

＼ 、

その 他4.8% 0.96kg
一＼ ＼ ＼'、

、 、
、

1.26kg タオル、生理用紙、その他

10.3%
合計:20.10kg合 計:12.23kg

第2図 衛 生 用 紙1人 当 り年 間 消 費 量 比 較 旧 本 ・ア メ リカ)

(機械 す き和 紙 連 合 会 『紙 統 計 年 報 』 平 成5年)
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トイ レか らみ た 環境 問題

今後 、世 界にお いて 、 トイ レッ トペ ーパ ー な ど家庭 用薄葉 紙の消 費 がア メ リカあ るい

は 日本 の様 な水準 に増大 して いけ ば、世 界の森林 資源 は計 り知れ ない影響 を受 ける こ と

にな る こ とは疑 う余 地 は なか ろ う。 リサ イ クルの重要性 が理 解 されね ばな らな いであ ろ

う。

2.紙 の変 わ りに何 を使 うか

西岡秀雄によれば、 トイレで紙の代わ りに何 を用 いているか、世界の各国の実情を概
の

観 して次 の よ うに分 類 してい る。

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

指 と水(イ ン ド、 イン ドネ シア な ど)

指 と砂(サ ウジア ラビア な ど砂 漠地 帯)

小石(エ ジプ トな ど)

土版(パ キ ス タンな ど)

植物 の葉(日 本 ・ソ連 な ど)

植 物 の茎 、藁(日 本 ・韓国 など)

トウモ ロ コシの毛 と芯(ア メ リカ)

ロー プ(中 国黄 土地帯 ・ア フ リカサバ ンナ地 帯)

木 片(中 国 ・日本)

樹 皮(ネ パー ル)

布切 れ(ブ ー タン)

海綿(古 代 ロー マ帝 国 な ど地 中海地域)

海 藻類(日 本 の佐渡地 方)

雪(ス ウ ェー デ ン)

この他 、北極 圏で は苔 が使 用 され る し、17～19世 紀 の フラ ンスでは亜麻 や 糸 くず 、羊

毛 な どが使 われ て いた。 トイレで紙 を使 って いるの は世 界総 人 口の3分 の1前 後 であ る

とされ てい るが、現 在で は、上記 の よ うな もの を トイ レで使 う地域 は 少 な くな りつ つ あ

り、水 で始末す る(ヒ ン ズー教徒 や イ スラム教徒 な ど)人 々や紙 を使 う人 々が 多数 派 と

な りつつ あ る と考 え られ る。

3.ト イ レ ッ トペ ー パ ー の 地 域 差

トイ レ ッ トペーパ ー か ら世 界が 見 える と言 えば、 少 々大 げ さに聞 こえ るか も知 れ ない

が、普段 我 々が あ ま り注 目 しな い もの 、あ るいは 日の あた らない ものか ら、 その国 あ る

い は地域 の真 実 の姿 を見 いだす こ とが で きる。 ここで世 界各国 の トイレ ッ トペー パー に
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トイレからみた環境問題

つ い て その実 態 を概 観 してお くこ とに しよ う。

一般 に
、 ヨー ロ ッパで は質素 で 固 い紙 が 使わ れて い るの に対 して、 日本 では柔 らか く

高 品質 のペ ーパ ーが 使 われ てい る。 ア メ リカの トイレ ッ トペ ーパー は この 中間 と言 え よ

うか。 一・方 ア ジアの トイレ ッ トペ ーバ ー につ いてみ る と、東 南 ア ジア では 、都市 部 では

比 較 的上 質の紙 が使 わ れて い るの に対 して、 中国 、韓国 な どで は固め の紙 が 多 く見受 け

られ る。

(1)ヨ ー ロ ツバ

花 のパ リに象徴 され るよ うに、 ヨー ロ ッパ の文化 に憧 れ る 人は 多いが 、 公衆 トイレで

使用 されて い る トイ レッ トペ ー パー の品 質 には驚 か され る よ うで ある。 もちろん国 に よ

って、 あ るいは地域 に よって も品質 に差 は 見 られ る よ うで あ るが、 日本 の トイレ ッ トペ

ーパ ー を見慣 れて い る 人に とって はお世辞 に も高級 とは言 いが た い。 そこで 、 ヨー ロ ッ

パ にお け る トイ レ ッ トペ ー パー の特 徴 につ いて 、 ご く大雑把 に ま とめ る と次 の よ うにな

るで あろ う。

(a)

(b)

(c)

(d)

再 生 紙 が主体 で あ るが、一般 的 に硬 い紙 が 多い。

トイレ ッ トペ ー パー の消 費量 は、 ア メ リカ合 衆国 や 日本 の2分 の1か ら3分 の

1と 少 な い。

南 ヨー ロ ッパ に比べ て、 北 ヨー ロ ッパ の トイレ ッ トペ ーパ ー のほ うが 、質 が悪

い傾 向 が あ る。

青や 薄 い赤 、 ピ ン クなどの色 のつ い たペ ー パー が 多 く、 白 さに こだわ らない。

ペ ーパ ー に着色 す るのは再 生紙 の 白色 度 を カバ ーす る とい う意 味 合 い もあ る。

ベ ルサ イユ宮 殿 で も、 パ リの凱旋 門、 あ るいは超特 急TVGの トイ レに使わ れて い る

トイ レッ トペー パー も、 お世辞 に も良 質 とは言 いが た い。 紙 質は か な り硬 く、 所 々に小

さ い穴が開 い て いる と言 った状 態 で あ る。

そこで ヨー ロ ッパ にお いて、 トイ レ ッ トペー パー の 品質が 良 くない理 由 につ い て考 え

てみ よ う。 それ らは大 き く分 けて① 風土 の問題 、② 国 民性 の問題 、③ 環境 倫理 の 問題 な

どが上 げ られ るで あ ろ う。

まず風土 の面 か ら検討 す る と、 ロ ン ドン、 パ リ、 ボ ン、 ス トッ クホ ルム な ど ヨー ロ ッ

パ の 主 な都 市 は北 海道 の宗 谷岬 よ り北 に位置 してお り、海 洋の影 響 を受 け る とは い え、

植 物 の生 長 条件 に恵 まれ てい るわ けで は ない。 一 度伐採 され た樹 木 は短期 間 には 回復 さ

れ る こ とは ない。 この よ うなこ とか ら ヨー ロ ッパ にお い ては、樹 木 を原料 とす る紙 の利

用 につ いて は よ り慎 重 にな った もの と考 え られ る。

そ して この よ うな 自然 資源 の制 約 が、 ヨー ロ ッパ 人に独特 の節 約 の精 神 を植 えつ けた

もの と考 えて差 し支 え なか ろ う。"消 費は美 徳"の 哲学 よ りも物 質 とエ ネル ギーの 循環 を
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トイ レか らみ た環境 問題

考 えた資源の再利用 を考慮 に入れ た生活 スタイルの確立 に力が注がれ ていったので ある。

トイレッ トペーパー の無駄遣 いについて も、 かな り厳 しい考え を持 っている もの と理解

すべ きで あろ う。物 を大事 に しな くなった 日本人 に とって学 ぶべ きところは 多い。

これ らの要素 に加 えて、 ヨー ロ ッパ 人は トイレ ッ トペ ーパーの 品質一 と くに紙 の硬 さ

一 につ いて はほ とん ど頓着 しない とい う、気質的 な ものが関係 している と思われ る。 ト

イレ並 びに トイレッ トペーパ ー につ いての考 え方の違 いが、ペーパ ーの品質の差 となっ

て現 れて いるのであ る。

更 にこれ に関連 して、手先 の器用 さも トイレ ッ トペ ーパーの 品質に大 きな影響 を及ぼ

してい る。概 して手先の器 用で ない ヨー ロッパ 人に とって、① 柔 らかす ぎず、② 固す ぎ

ず、③ そ して微 妙 な肌触 り、 を要求 され る トイ レッ トペ ーパー を造 り出す こ とは至難の

業 で ある。

「ヨー ロッパ人 に折畳 式の傘 をプ レゼ ン トして も決 して喜 ばれ ない」 とは よ く耳 にす

る言葉 であ る。 なぜ な ら彼 らに とって、一度広 げた傘 を2つ に折 って元通 りの折 り目に

そ って規 則正 しく畳 むなんて こ とは、恐 ろ しく難 しい こ となのであ る。世 界には折畳式

の傘 を器用 に、かつ い ささか神経質 に畳 む こ とに何 の苦労 も感 じない民族 もあれば、反

対 に、 その よ うな手 間がかか り、 しか も器用 さを要 求 され る傘 を使 うよ り、普 通の傘 を

使 ったほ うが良 い、と考 える人 々 もた くさん いるの である。「だか らイギ リスの紳士 は傘

を開 かず に雨の 中を走 るの さ」 とは大分穿 った考 えで はあるが…。

手先 の器用 さに関連 して、清 水馨八郎は 「日本 を手の文化 、 ヨー ロ ッパ を足の文化」
ゆ

と規定 し、彼我 の もつ手の役割 と足の役割 について論 じてい る。

ただ し最 近 では ドイツで も品質の改良が進 み、固 く質素 なペ ーパー だけで な く、 かな

り良質の トイ レッ トペ ーパー も生産 されつつ あ る。

(2)中 国

世 界の トイ レや トイレ ッ トペ ーパー を論 ず る場合、 トイレの構造 あ るいはペーパ ーの

品質 などの面 で、注 目を集 めて いるの が中国で ある。
　 　

中国科学普 及研 究所の李大光 に よれ ば、中国 においては1978年 以降の都市化 の進 行 に

よ り、現 在514の 都 市 と1万 を超 える町が あ り、市街地 に住む者 の割 合は全 人 口の23%に

及んで いる。 それ に ともな って、都市 公衆 トイ レの建 設が精 力的 に進め られ 、1992年 末

まで に市街地 にお ける公衆 トイレの設 置数 は10万 余 に達 してい る。管理は環境衛 生協 会

があ たってお り、毎年2,764万 トンの 尿尿が関係機 関に よ り処理 されて いる とい う。

ここでは、中国の なかで も上海 の事 例 を取 り上 げ るこ とに しよう。上海 では2年 ほ ど

前 よ り トイレ と トイ レッ トペーパー の改善 運動 が進 め られ てお り、公衆 トイレは急速 に

立 て替 えが進め られ てい る。周知 の ご とく上海 の住宅事情 は劣悪で あ り、 一人 あた りの
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トイレか らみ た環 境問 題

ビ

純 居室面積 は4.5m2に す ぎない。 市内 には トイレの ある家 は少な く、越桶(マ ー トン)

と呼 ばれ るポ〉一 タブル トイレに貯 め られ た夜 間の排 泄物 は、朝方に 公衆 トイレに捨て に

いかれ る。街路 に馬桶が干 されてい る風景 は、上海の1つ の風物 に もなって きた。

しか し、上海 を訪 れ る外 国 八 に とに 日本 人)に とっては、 ドアや囲 いのな い公衆 ト

イレを利用す るのは 勇気の い るこ とで あった。 中国や ア メ リカの都市 においては、 公衆

トイレは、囲 いのない トイレがあ るこ とで有 名で ある。我 々は これ を見て、恥 ずか しい

と思 って しまう。 しか し中国入に とっては、囲いの無 い トイレで用 を足す 姿 を見られ る

こ とが恥ずか しいのでは な く、それ を見る ことのほ うが恥 ずか しいの だそ うで ある。恥

ず か しさに対す る民族差の 代表 例で あろ う。 とは いえ、その よ うな文 化に なれ親 しんで

いな い民族 に とっては、簡 単には利用 で きない トイ レで もあ った(写 真1) 。

そ こで、観光 に よる外 貨獲後 を目指 してい る中国 は、都市の イ メー ジチ ェンジを 目指

して トイレの改造 と美化推進 に乗 り出 した とい う次 第であ る。

上海(他 の大 都市 で も大体 同 じで あるが)で は、 トイレを利用す る ときに、利用税 と

して、 入口で トイレ ッ トペ ーパー を購 入す るこ とが 多い。 一種 の有料 式公衆 トイレ と言

えよ う。 これは巻 き取 り式 の ロー ルペーパ ーでは な く、長 方形の 日本 のチ リ紙(落 とし

紙)と 同 じもので ある。 公衆 トイレで 、 トイレ ッ トペー パーの料金 を徴収 す る と言 うこ

とは、政府機 関の収 入にな る とともに、 ト
隔糊

イレの メインテナ ン スの 費用に も充 当で き、

嘲 雇用確保 の手段 ともな
ってい るので あ り、

まさに一石 三鳥の役割 を果 た して いる。

.墾 ところで、公衆 トイレの美化運動 に と も

罵 なつて・ トイレを利用 す る際 に員琶入す る ト
継 肯 霧 イ レ ッ トペ ー パ ー(チ リ紙)も 、 最 近 は 品嘱 騨 舞

質購 されつつある.以前ま、繍 料
咽繍騨

・ .,,一 に 故 紙 の ほ か に 藁 あ る い は 土 を 混 ぜ た 、 黒

叢撫 藤・"

っぽ いあ るいは茶色 っぽ い小穴の た くさん

あ いた紙 であ ったが、現 在では 白色度 も少

脚
磁 、 く高 くな り・破れ も少な くなって きてい る・

一 響 纏讐 しか しそれ とともに、また物価の離 も手

灘 響 ご 霧 箪 羅 饗 伝つて、ペー・一 の値段も上がり、かつて

麟鰻鰹驚轟 難縫撫 蠣1∴1:1
写真1中 国上海の囲いのない トイレ は言 うに及ばず女性で もデパー トの トイレ
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トイレからみた環境問題

に入 る場 合、 トイ レッ トペ ーパ ー を買わ ない人 がか な りいる よ うで ある。 金銭 の節約 か 、

は た また資源 の節約 を意識 してい るか は別 に して…。

上 海の レス トランでは、 トイ レのペ ーパー の代 用品 と して新 聞紙 を適 当 な大 きさに切

ってお いて あるの を 目撃 した。 かつ ては、 日本 で もこの よ うな光景 が普通 で あ ったので

あ り、懐 か し く思 い出 した次 第で ある。

次 に、 ロー ル式の トイ レ ッ トペ ーパ ー につ いてふれ てお くこ とに しよ う。上 海 では、

ロー一ル式 の トイレ ッ トペー パー の値段 が高 く、1ロ ー ルが ラー メン1杯 分 に相 当す るほ

どで あった(1990年 の価格)。 ただ しこのペ ーパ ーは か な り品質 が良 く、原料 に綿 が混ぜ

られて い る とされ る。上海 や北 京の 空港の トイ レで は、 トイレ ッ トペー パー は入 り口に

設 置 された竹 あ るいは鉄 のパ イプ に2～3個 が架 け られ てい る(写 真2)。 利 用者 は各 自

の適 量 をち ぎって トイ レに入 る こ とに なる。 トイレ ッ トペ ーパー が高価 で あ るため、盗
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い っさい テ レビで広告 され てい ない」 こ と。

次 にプ ラ イバ シー の面 か ら、「日本 の 公衆 トイ レは大 変す ば ら しいが 、ア メ リカで は 同

じ もの を造 るこ とがで きない。外 側 の ドアが ない ため、 通行 人か ら男性 が 便器 に向 か っ

て立 って い るのが 見 え るが 、これ は論 外 で あ り、違 法で あ る」。無論 ア メ リカの トイレに

も例 外が あ る こ とは指摘 して い るが …。

更 に ア メ リカで公衆 トイレが 都市部 で閉鎖 され て い る現状 につ いて、「ア メ リカで は社

会的 に排 泄機能 や 公衆 トイレの存在 を認 め たが らず 、出来 るだ け人 目につか な い場 所 に

お いや られ て しまった。 それ がか えって 公共 物破壊 や 犯 罪 を といった 問題が お こ る可能

性 を必要 以上 に誇 張 して しま った。 その ため数年 前 に都市 部 の 公園や地 下鉄 に造 られた

公衆 トイ レの 多 くが 今で は閉鎖 されて お り、2、3年 前 にワ シン トンDCで 地下 鉄 が整

備 され たが 、 公衆 トイ レが備 え付 け られ て いる駅 は1つ た りと もないので あ る。」と述 べ

て いる。

実際 、 ニ ュー ヨー クにお い ては、行 政 当局 は 公衆 トイレの維持 や新 設 には大 変消 極的

で あ り、 トイ レの整 備 を都 市の 発達 度 とした場 合 、 ア メ リカの大 都市 はお粗 末 きわ ま り

な い もの といえ よ う。
　ユ　

日本経 済新 聞の リポー トに よれば 、1992年 に おい て、 ニュー ヨー クのマ ンハ ッタンに

お け る公衆 トイ レは389カ 所 を数 え るが 、この うち利用可 能 なの は8カ 所 しか な い。また

地下 鉄 の トイレは男性 用25、 女 性 用25あ るが、 この うち使用 で きるの は、 男性6女 性12

にす ぎな い。 したが ってマ ンハ ッタンで利 用で きる公衆 トイ レは、26カ 所 しか ない こ と

にな る。 また5番 街 で も、利 用で きる公衆 トイ レは、1つ の 百 貨店以 外ほ とん どないの

が現 状 で あ る。しか しニ ュー ヨー クにお い ては、1940年 には地 下鉄 だ けで1,600カ 所 の ト

イレが あっ た とされ て い る。

この よ うにア メ リカでは も とも と公衆 トイ レに関 心 が薄 か ったの で はな く、財政 問題

と安全 性 の観点 か ら、 行政 当局 が 公衆 トイレに対 して まさに タブー の立場 を とって きた

こ とが理解 で きよ う。 これ に対 して 民間 も公衆 トイ レは行政 の 問題 で あ る として、 それ

の新 設 には大 変消極 的 で あ り、官 民 ともに 公衆 トイ レの問題 か ら手 をひい て しま った こ

とが公衆 トイレの閉鎖 につ なが ってい った もの と思 われ る。

ただ し、 ア メ リカの都市 の 公衆 トイ レの全 て が利 用 しに くいわ けで は ない。 大手前 女

子大 学 の姉妹 校 ポー トラ ン ド州 立大 学 が立地 す るオ レゴ ン州 ポー トラ ン ド市 で は治安 が

良 好 で、快適 な町づ くりを進 めて い る こ と もあ り、 デパ ー ト、 シ ョッピン グセ ンター な

どに お いて、 トイ レを探 す のに それほ ど苦労 す るこ とはな い。 したが っで 快適 な 公衆 ト

イレ を市民 に提 供 で きる町 は、す なわ ち町 の 品位 が 高 い こ とを示 してい るので あ り、 ト

イレの重要 性 を認識 させ る よ うな ま ちづ くりが、緊 急 の課題 として 浮か び上が って くる

ので あ る。 今 後は 公衆 トイレの快 適度 か ら見た都市 の研 究 が是非 とも必要 とな って くる
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であ ろ う。 今 まで は、 この よ うな観点 か らは 、都市 の研 究 がほ とん ど行 なわれ て こ なか

っ た こ とを指摘 してお きたい。

さて ここで 、ア メ リカの トイ レ ッ トペー パ ーの特 色 につ いて ふれ てお くこ とに しよ う。

ロー ル式 トイ レ ッ トペー パー 発祥 の地 で あ るア メ リカのペ ーパ ーの 品質 はか な りの もの

で あ る。 それ の主要 な もの をあげ る と次 の よ うにな るで あろ う。

① ア メ リカは、世 界で1人 あた り トイ レ ッ トペ ーパ ーの 消費 量 が トップで あ り、 まさ

に トイ レ ッ トペ ーパ ー消 費大 国 と呼 ぶ にふ さわ しい。 肉食 を主 とす る民族 は排 泄物 の

関係 で トイ レ ッ トペー パー の 消費量 が 少 ない と言 われ てい るが 、ア メ リカの場 合 これ

はあ ては ま らない よ うであ る。 この原 因 と しては、 トイレ ッ トペ ーパ ーが 本来 の機 能

以 外の 目的 で使 われ て い るので はな いか と考 え られて い る。

② トイ レ ッ トペ ーパ ー の品質 は、柔 らか さな ど、使 い心 地の 点 にお いて か な り良好 で

あ る。 一般 的 に、 肌 ざわ りな どでは 日本 の製 品に は及 ば ないが 、 ヨー ロ ッパ の もの よ

りか な り優 れ てい る。

③ 公衆 トイレで使 われ て い るペー パー は 白い もの が 多いが 、盗難 予防 の ためペ ー パー

ホル ダー に鍵 のか か って い る もの も見受 け られ る(写 真3)。

④ 市販 され て い る トイ レ ッ トペー パ ー は、 白レ・ものの ほか に カ ラー 印刷 され て い る物

が か な り多 く見受 け られ る。 絵柄 の デザ インは 多様 で あ り、顔写 真 な ど使 用 をため ら

うほ ど美 しい もの が ある。

⑤ 本来 の使 用 目的 のほ か に、 ク リスマ ス、ハ ロー ウ ィン、 誕生 日、卒 業 式、 記 念 日な

どを題 材 に した遊 び心 を くす ぐる トイレ ッ トペ ー バー が 見受 け られ る。 これ らは大胆

かつ 派手 で あ り、 トイ レ ッ トペ ーパ ー に付 加価 値 を与 える もの で あ るが 、ア メ リカ人

の ジ ョー クの精 神 をよ く表 わ して い る。 ただ しこの種 の もの は輸 出用 としては余 り好
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評 を博 してい る とはい えない そ うで あ る。 ア メ リカ 人に とっては気の きいた ジ ョー ク

で も、外 国 人には 、それ がセ ン スが無 い とうつ る よ うで あ る。

(4)日 本

日本で は、か つて は、紙 は高価 で あ り、 トイレで紙 が使 われ るよ うに なるのは江 戸時

代以 降で あ る。浅 草紙 、チ リガ ミ、落 とし紙 な どの 名称 は我 々に もな じみ が深 い。 しか

し紙 はや は り高価 で あ り、大 都市 の住 人 を除 いて は、紙 は使わ れ るこ とは 少 なか った。

田舎 のほ うで も紙 が使 われ る よ うに なったの はや っ と明 治時代 に なってか らで あるが 、

そこで は藁 が豊 富 にあ り、紙 の代 用品 として使われ て いた。

大正 時代 には古紙再 生の技 術が 発達 し、黒 灰色 の落 とし紙 が 登場 し、都市部 を中心 に

普 及す る こ とにな る。 しか しこれ に も新 聞紙 とい う強敵 が現 れ 、チ リガ ミとともに戦 後

しば ら くは共存 の時代 が続 くので あ る。 そ して筆者 の経験 す る限 り、 田舎 では昭和30年

頃 まで藁 も使わ れて いたの で ある。

ところで、 日本 人が ロー ルペー パー を使用 す るよ うにな ったのは 、昭 和30年 代 の中頃 、

経済 の高度 成長 とほぼ 時期 を同 じ くして いた。 それ は また住宅 公団 のマ ン シ ョンが建 設

され、 その狭 さのゆ えに トイレ と風 呂 を同 じスペー スに設 置 し、男子 の小 用 トイレを廃

止 し、 男女 兼用 の水 洗座 式 トイレを設 置 した こ とが、 これ に拍 車 をか けた。

これ は少 々的 が はずれ てい るか も知 れ ないが、 男子の小 用 トイレが無 くな って以降 、

急速 に 日本 の 男性 の 力が低下 した様 に思 われ るが如 何 な もの で あろ うか。 戦後女性 の 力

が 強 くな った と言 われ るが、む しろ トイレの女性化 が 男 を弱 くした と言 え るの では なか

ろ うか。最 近 の住宅 には 、男子 の小 用 トイ レの設 置 され て い る家 は少 な くなって し まっ

た。今 こそ 男子 用 トイレの 復活 を、声 を大 に して叫び たい もので あ る。

戦後 に普 及 した トイレの構 造 が、 男子の迫 力 を奪 い去 ったので あ る。 そ してそれ に と

もない、 ロー ル式 の トイ レッ トペ ーパ ーが 日本 にお いて急速 に シ ェアー を伸 ば して い く

に従 って、女性 の力 が強大 にな ってい くので あ る。「戦 後、ナ イロン と女性 が強 くな った」

といわ れて い るが 、筆者 はむ しろ、「戦後 、トイ レッ トペ ーパー と女性 が社 会に進 出 した」

と表現 した い。

トイ レ とは、男女 関係 にか くも大 きな影響 を及ぼす偉 大 な存在 なので あ る。地 価の 高

騰 によ り、 日本の家 屋 は ます ます狭 くなって いる。 い まだ に トイ レが家屋 の付 属物 の よ

うな発想で位 置づ け られ て いる こ とは嘆 かわ しい こ とで ある。 住宅 の 中の トイ レの あ り

方 につ いて 、建 築 関係者 に再 考 を求 めた い もの であ る。

(5)急 速 に普 及 す る トイレ ッ トペー パー

日本 で最 初 にロール式 の トイレ ッ トペー パー が造 られた のは大正13年 の こ とで あ る。

それ も 日本 国内で 使用す るためで はな く、外国航 路の 汽船 に積 み込 む ため神 戸市の 島村
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商会の要望 により、土佐紙会社芸防工場で造 られた とい う。それ まではホテル等の特定
　　　

の 需要 に答 えるため 、 わずか に三越等 で輸 入 して いた とされ て い る。

トイ レ ッ トペ ーパ ーが 日本 人の生 活の 中に完全 に取 り込 まれ てか ら30年 あ ま りにな っ

た。 それ までは、我 々 はいわ ゆ るチ リ紙 を使 用 して いたの であ り、 その変 化 は まさに ド

ラ ステ ィッ クで あった。 第3図 は 日本 にお け る家 庭用薄 葉紙 の生産 量の推 移 を示 した も

の で あ る。昭和40年 代 中頃 まで は、 トイ レで使 用 され る紙 と言 えば、 その根強 い需要 に

支 え られて ほ とん どが チ リ紙 であ った。 しか し、昭和47年 頃 か ら ロー ル式の トイ レッ ト

ペ ーパ ーが シェアー を急速 に拡 大 して い く。 そ して昭和52年 に は、チ リ紙 と トイ レッ ト

ペ ーパ ーの生 産量 が逆転 す るこ とに なる。

チ リ紙 は、昭和52年 には23万 トン以上 の生産 量が あ ったが、 それ以降 は かな りの速度

で低下 し、平 成4年 には7万7千 トン、 お よそ3分 の1に 低 下 した。一 方 、 トイ レッ ト

ペ ーパ ー は現 在74 ,8万 トンであ り、同 じ時期 に約3倍 に まで増加 した。

この他 には、 テ ィッシュペ ーパー一が注 目され る。 これ が統 計 に現れ るの は昭和53年 の

2万4千 トンが最 初で あ るが 、平成4年 には49万 トン と急速 に生 産が拡 大 した。 またペ

ーパー タオルの伸 び もか な りの水準 にあ る
。

この期間 にお け る 日本人 の生 活 スタイルの急 激 な変化 が、家庭 用薄葉 紙 の数 字 か ら読

み取 るこ とがで きるであ ろ う。 この よ うに我 々の生 活 に切 って も切れ ない存在 とな った

トイレ ッ トペー パー で あるが、生 活必需 品 として の重要性 を再 認識 させ る よ うな大 きな

事 件 が発生 したの であ る。
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4.昭 和48年 の トイ レ ッ トペ ー バ ー 騒 動

トイレ ッ トペ ーパー は、 ま さに我 々の ウン命 を決定す る。 ある 日、 トイレッ トペ ーパ

ー が突如
、町 の中か ら姿 を消 した。 オ イル シ ョッ クに端 を発 した物不 足の情報 は、た ち

まちの うちに 日本列 島 を突 っ走 った。

昭 和48年 の10月 頃 か ら近畿 地方 を中心 に局地 的 に混乱 が生 じ、 ロ コ ミで不安 が拡 大 し

てい った。 これはす ぐに関東 地方 に も飛び 火 し、共 同購 入方 式の町 田中央 生活協 同組合

(東京都)で は、10月 に入る と トイレッ トペー パーの 注文 が爆 発的 に増 えた。価格 は9月

まで1ロ ー ル21円 だ った ものが、10月 に 入る と5割 増 しの34円 に なったの に、注文 のほ
ユヨ

うは9月 までの4倍 に達 した。

この ように全般 的 な生 活の不安要 因 を内包 させ た まま、消 費者の心 は何か の きっか け

で爆発寸 前の ところ まで 来てい た。 そ して運 命の11月1日 。 所は千里 ニ ュー タウ ン。
ユ　 ダ

当時の新 聞は その時の様 子 を次 の よ うに伝 えて い る。「1日 、大阪千 里ニ ュー タウンの

大 丸 ピー コ ックで、10時 の開 店 を前 に主婦 ら200人 以上 がナ ガー イ列 。 トイ レッ トペ ー パ

ー を手 に入れ るため。

折 り込 み広告 で1個(4ロ ー ル)138円 となっていたの に、品切 れ を理 由 に実 際の値段

は1個200円 。 それ で も30分 で売 り切れ て しまった。」

そ して翌2日 には 、つ い にケガ 人が でる騒 ぎを引 き起 こす まで にいた ったので あ る。

灘神 戸生協組 合マー ケ ッ ト園 田店で は、開店 前 に主婦 ら200人 が並 び 、県道 に まで 人があ

ふれ たため 、驚いた 同店が予定 よ り10分 早め て開 店 した ところ、 入 口に入 った所の トイ

レ ッ トペー パー に主婦 た ちが殺到 。1人 が倒 れたその上 に将棋倒 し とな り、老女 が左足

骨折 で2カ 月の重症 をお うとい う狂 った よ うな買い物騒 動 とな った。 この間 に1パ ッ ク

2ロ ー ル入 り138円 と4ロ ー ル 入 り188円 の600パ ックが10分 足 らずで売 り切れ た。この 日
　ひ

は東 京 で も、 トイレッ トペ ーバー を求 めて 各所で長 い列 がで きた とい う。

これ に対 して通産 省は2日 夜、 トイレ ッ トペ ーバー の生産量 は8月 末 まで前年比16%

増 。出荷 量 も21%増 えてい る とした上 で、「トイレ ッ トペ ーパー は十分 にあ るので 買 い急

ぎしない ように」 と、異例 の通達 を出 した。 そ して混乱 を回避す るため、 トイ レッ トペ

ーバー の生産量 を11月 か ら3月 まで毎 月2 ,000ト ン(月 平均 生産量 は約1万5千 トン)、

計10,000ト ン増産 す るこ とを決定 した。 この増 産量 は全国 で1世 帯平均20日 分 に相 当す

る。

そ して騒 ぎが大 きい関西 地方 を中心 に120万 パ ック(600ト ン)を 緊急輸送 し、大阪 、

神戸 、京都 な どの約20の スーパ ーマー ケ ッ トを選 んで、値上 が り前 の価格 であ る1バ ッ
ユ　

ク(4ロ ー ル)200円 前 後で放 出す るな どの対策 をとった。
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この よ うなパ ニ ック状 態 に対 して、 トイ レ ッ トペ ーパ ーの メー カー は どの よ うに対 処

したの で あろ うか。静 岡 県富士 市 の家 庭用薄 葉紙工 業 組 合 は11月4日9万 ロー ル(55メ

ー ル ト巻) 、11月6日 に は30万 ロー ル を通 産 省の 指導 もあ って、 関西 に緊急 輸送 した。

この後 も大 阪 、東京 方面 へ 緊急輸 送 され た結果 、 トイ レ ッ トペ ーパー 騒動 は約1カ 月

で 鎮静 化 した。統 計 的 に見て も、昭 和48年 の トイレ ッ トペ ー パー の生 産量 は昭 和47年 よ

りも29,556ト ン も多 く生産 されて お り、一部 で は売 り惜 しみ が あ った とはい え、買 い 占

め に走 るよ うな状 態 で はなか っ た(第5表)。 結果 的 に は買 い 占め が便 乗値上 げに拍 車 を

か けた と も言 え よ う。 石 油の不安 定 供給 に よる消 費 者の不安 心 理 が買 い だめ を誘 引 した

出 来事 であ った(第4図)。

確 か に昭和48～49年 にか けて は トイ レ ッ トペ ーパ ーの価 格 は急 騰 したが 、 その後 は安

定 し、 ここ20年 ほ どはほ とん ど値上 が りを見 ない とい う状 態 に あ る(第5図)。 トイ レ ッ

トペ ーパ ー は決 して高 くは ないの で あ る。 そ して この騒動 は 、 日本 人に とって トイ レ ッ

トペ ーパ ー が いか に大事 な もので あ るか を再 認識 させ る もの と もなったの で あ る。

第5表 オイルショック時の トィレ ッ トペーパーの生産 ・在庫量

1月 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 計

トイレ ノトペ
ーパー 生産量

昭47年 12,408 13,135 14,015 13,398 13,270 13,566 13,392 12,543 13,364 13,421 14,135 15,443
トン

162,090

48年 14,826 15,126 16,173 15,178 15,801 14,997 15,526 14,972 15,960 16,490 18,486 18,111 191,646

トイレ ノトペ
ーパー 在庫量

昭47年 3,800 4,655 5,327 5,737 5,886 6,533 6,896 6,980 7,033 6,702 7,035 6,777 73,381

48年 7,629 6,864 6,726 6,392 6,471 6,822 6,837 5,537 4,029 2,929 2,290 1,844 64,370

(通産 省 『紙 ・パルプ統計年報』)
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第4図 昭 和47・48年 の トイ レ ッ トペ ー パ ー の 生 産 量 と在 庫 量

(通 産 省 『紙 ・パ ル プ 統 計 年 報 』 よ り作 成)
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5.女 子 大 生 か らみ た トイ レ

飽 食の時代 に育 った現 在の女 子大生 は 、 トイレ と トイ レッ トペ ーパー の利 用につ いて

どの よ うに考 えてい るの で あろ う。筆 者 は大手前 女子大 学 の学生 にア ンケー ト調 査 を実
　　 に

施 した。

(1)外 出先 の トイレの利用 につ いて(第6表)

まず学生 た ちの不 愉快 に感 ず る トイ レにつ いて あげ る こ とに しよ う。

・JR 、 私鉄 、地下鉄 な ど駅 の トイ レ=こ れ には63.6%が 「不 愉快 」 と答 えた。 こ

とに駅 の トイレには トイレ ッ トペ ーパー が設 置 され て いないの で、女 子学生 は余程 の こ

とが な い限 り利 用 しない。近 年、駅 の トイレは改善 されつ つ ある とはい え、学生 た ちは

鉄道 を利 用す るが、 トイレはデパ ー トや 喫茶 店 を利 用す る とい う。最近 は リサ イ クルに

よる トイ レ ッ トペ ーパ ーが天 王寺駅 な どに設 置 され るよ うに なったが 、女性 に好 まれ る

よ うな トイレへ の変 身が望 まれ る ところで あ る。

・男女共 用の トイ レ=大 阪市営 地鉄 で は106駅144カ 所あ る トイレの うち21カ 所が 男

女共 用、6駅 は共用 のみ。10年 ほ ど前 か ら改善 されつつ あ るが、現在 で も ミナ ミの 中心

で あ る 「心 斎橋 」駅 には共 用が 残 され てい る。 女性 には利 用 で きない トイ レで あ り、 更

な る改善 が望 まれ る。

・外 出先 の洋 式 トイレ=学 生 の家庭 の トイレは76%が 洋 式 トイレで あ るが、 外で は

洋 式便座 に肌 が触れ るの を嫌 って、 「和 式が い い」とい う学 生 が87%に 上 った。近 年国際

化 の名の も とに 公衆 トイ レに も洋式化 が進行 してい るが 、利 用者の ニー ズとの間 に大 き
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トイレか らみ た 環境 問題

な ギャ ップが 認め られ る。

仕 方 な く洋 式 トイ レを使 う場合 も、① トイ レ ッ トペ ーパ ー を敷 いて座 る(34%)、 ② 便

器 に肌 を接 しな い(23%)、 ③ 座 る前 にペ ーパ ーで拭 く(10%)、 ④ クリーナ ー で拭 く(8

%)一 な どか な り苦 労 して い るそ うで あ る。

・外 出先 の トイ レの 水洗 レバー=公 衆 トイレな どで
、低 い ところ にあ る水洗 レバ ー

を押す 際 には 、① 素 手 で押す(13%)、 ② ペー パー を当て て(23%)、 ③ その他(足?)

で押す(54%)一 と極 力 じか に触 らな い よ うに工 夫 して いる。

第6表 トイレについてのアンケー ト調査結果

1.鉄 道の駅が有料(ペ ーパー付 き)に なれば利用 しますか。

① する21.9%② しない74.9%③ 回答な し2.3%

④ わからない0.9%

2.外 出先の トイレは

①和式が良い86.9%

②洋式が良い2.5%

③ どちらで も良 い9.7%

④回答な し0.9%

3.外 出先の洋式 トイレを使用する場 合

① その まま座 る11.9%② トイレッ トペーパー を敷 く33.8%

③ 肌を接 しない23.2%④ トイレッ トペーパーでふ く9。6%

⑤ クリーナーでふ く7.7%⑥ その他13.8%

4.外 出先の トイレで、 ドアの止め金をさわ るの に抵抗があ りますか。

① ある19.1%② あ まりない61.1%③ 全 く無い19.5%

④ 回答な し0.3%

5.外 出先の トイレで、低い ところにある水洗レバーを

① 素手で押す12.9%② ペ ーパーで押す22.8%

③ その他で押す54.0%

① ・③3.0%、 ② ・③7.0%、 ④ 回答 なし0.3%

いずれ に しろ、洋 式 トイ レを使 用 す る場 合 に は トイ レ ッ トペ ーパ ー で便器 を拭 い た り、

あ るいは それ を敷 いた りす るた め、外 出先 で は トイレ ッ トペ ー パー の利 用量 が 多 くな っ

て しま う。 また レバ ー を押す 際 に もペ ーパ ー を使 うこ と も多 く、必要 以上 に トイ レ ッ ト

ペ ーパ ーが 無駄 に使 われ て い るこ とが判 明 した。

今後 は 公衆 トイ レに お いて、国 際化 二洋 式化 が 本 当に正 しい選 択 で あるの か、 も う一

度 考 え直す 必要 が あ るの で は なか ろ うか。 また衛生 面 か ら も、 タ ッチ レ スの トイ レの よ

り一層 の研 究が望 まれ る とこ ろであ る。 日本 の風土 に適 した 公衆 トイレ とは ど うい うも

の で あ るの か、 さ らに検 討 され ねば な らな い課 題 で ある。

(2)ト イ レ ッ トペ ーパ ーの 利 用につ いて(第7表)

・意 識 と行動 の 間の ギ ャ ップ=学 生 た ちが家庭 で使 って いる トイレ ッ トペ ーパ ー は、
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トイレからみた環境問題

第7表 ト イ レ ッ トペ ー バ ー に

つ い て の ア ン ケ ー ト調 査 結 果

1.ト イ レ ッ トペ ー パ ー を 買 う場 合 、 どの よ う な

こ と に 注 意 さ れ ます か 。

① 価格

② 品質

③ ブ ラン ド

④ 色柄

⑤ パルプ100%

⑥ 再生紙

2.

① パルプ100%

② 再生紙

③ わか らない

3.

らを好み ますか。

① 白

② 色柄つ き

③ どちらで も良い

4.

か(3で ① ・③ を選んだ 人)。

① 清潔

② なん とな く

③ よ く売 られている

④ 価格

⑤ その他

[理由]習 慣1名

5.

53.1%

35.0%

3,4%

1.0%

2.7%

4.8%

家 庭 で 使 用 して い る トイ レ ッ トペ ー パ ー は 。

28.1%

18.0%

53.9%

白 い トイ レ ッ トペ ー パ ー と色 柄 つ き で は ど ち

65.5%

5.3%

29.2%

白い トイレットペーパー を好む理由は何です

56.0%

25.9%

8.7%

6.9%

2.5%

トィ レ ッ トペ ー パ ー や トイ レ の 水 の ム ダ使 い

に つ い て 考 え た こ と は あ り ます か 。

① あ る6Ll%

② あ ま りな い31,9%

③ ほ とん ど な い6.7%

④ 無 回 答0。3%

(大 手 前 女 子 大 学 生360名)

① パ ルプ100%(28%)、 ② 再 生紙

(18%)、 ③ わか らな い(54%)一

と大部 分 が わか らず に利 用 して い

る。 いつ も身近 にお世話 にな って

い る トイ レ ッ トペ ーパ ー につ いて、

そ れが リサ イクルで あ るの か、 パ

ルプ 製 品 なのか 、あ ま り考 えた こ

とが ないの であ る。 ただ し トイレ

ッ トペー パ ーや トイ レの 水の無 駄

遣 いに つ いて考 えた こ との ある も

の は61%も あ り、環境 問題 に対 す

る意識 は大 きい。 す なわ ち頭 では

森林 破壊 な ど環境 問題 を理 解 して

い るが 、行動 が それ に伴 って い な

い と言 うこ とが で きよ う。 これは

学 生だ けで は な く、 日本 人全般 に

当ては まる こ とで はあ るが。

ちなみ に大手 前女 子大学 にお い

て、1日3,000m以 上 の トイ レ ッ

トペー パー が 水に流 され て い る と

推 定 され る。 日本 では業務 用 と し

ては再 生紙 の トイ レ ッ トペ ー パー

がか な り使 われ て い るが、家 庭 で

はパ ルプ ものが 増 えつつ あ る と言

われ る。幼 児期 か らの環境 教 育が

今ほ ど必要 とされ てい る ときは な

い。 その問 題 を考 え るの に トイ レ

ッ トペ ー パー は ま さに格 好 の教材 を提 供 して くれ るの で あ る。

・白 さに対 す る信仰=日 本 の トイ レッ トペ ー パー は その柔 らか さ と白 さにお いて 、

品 質が優 れ てい る こ とで有 名 であ るが、 白さに対 す る執 着 はか な り根 強 い ものが あ る。

ア ン ケー トで も、① 白い トイ レッ トペ ー パー を好 む(66%)学 生が圧 倒 的 に 多 く、② 色

柄 付 きは5%に す ぎなか った。 色柄 付 きの トイ レッ トペ ー パー を好 むア メ リカ 人、 ヨー

ロ ッパ 人 とは対 象的 であ る。 ただ、③ どち らで も良 い とす る学 生 も29%あ り、色柄 付 き

の製 品 が増加 す る につ れ て、今 後 は色柄付 きも普 及す る可能 性 もある。
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トイレからみた環境問題

白い トイレ ッ トペ ーパ ー を好む理 由 として は、① 清潔(56%)、 ② 何 とな く(26%)、

③ よ く売 られ て い る(9%)一 とな り、 白 さ と清潔 感 が結 びつ いて い る よ うで ある。 た

だ しこの 白さに対す る信仰 が、 トイ レ ッ トペー パー の 白色 度 を増 す ため 、漂 白剤 が使 用

され る と言 うこ とに もな るので あ る。あ るいは また、再 生紙 よ り白色度 の高 いパ ルフ゜100

%の トイレ ッ トペ ーパ ー を買 い求 め る結 果 に もな ってい る とも言 え よ う。

資源 の リサ イ クル とい う面 か らは、過 度 の 白 さに対 す る信仰 は改 め られ るべ き時期 に

来 て い るの で あ る。

6.東 京都 立 川市 におけ る リサ イ クルの事例

7

」

(1)リ サ クル事業の背景

故紙や牛乳パ ックの回収事業に取 り組んでいる自治体や団体は 多く、それな りに成果

をあげているところも多い。 しか しリサ イクルされた製 品を有効 に利用 しているか とい

えば、必 ずしもそ うではない。故紙の回収 には精力的であるが、再生紙の利用には消極

的 という例 もしば しば見受 けられ るのである。

ここでは 日本で最初に独 自のブ ラン ドの トイレットペーパーを作 り、 リサイ クルを推

進 している立川市の事例 を報告す ることに したい。人口約157,000人 の立 川市は、税務

署、都税事務所な ど税務関係の行政機能 に加 えて金融機関や商業施設が 多数立地 し、三

多摩地域の核都市 としての地位を築 きつつ ある。税務、銀行、保険関係の業種か らは大

量の紙 ゴ ミが排出 される。 しか もこれ らのOA用 紙は上質紙である上 にマル秘資料が 多

く、デー ターの保護 とい う観点からシュレッダーにかけて焼却処分 され るものが大部分

であった。

しか し、焼却 とい う手段はそろそろ限界に達 していたのである。立川市では 「燃やせ

るゴ ミ」 として焼却処分 しているゴ ミは年間4万6千 トンであるが、その うちの60%以

上が 「紙 ゴ ミ」である。 しかるに焼却 後の残灰は6千 トン以上 にのぼ り、焼却 量の13%

以上が灰 として残 り、埋め立て処理 されて きた。 その結果最終処分場はほぼ満杯の状態

にあ り、ゴ ミを燃やせ ないこ とが緊急の課題 となって きた。 もはやゴ ミを燃やす時代は

終わ りを告げ ようとしているのである。

これ らのOA用 紙は上質紙であ り、立川市では 「再生 して使用できない ものか」が検

討 された。そこで登場 したのが トイレッ トペーパー となった次第である。「立川市で出た

紙 ゴ ミは リサ イクル して立川市で使 う」。この地域内循環 システムの先頭 に立 ったのが立
　 　

川市 役所 で あ った。

(2)オ リジナ ル トイ レ ッ トペ ー パー の で きる まで
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トイレからみた環境問題

(a)公 共施 設で使用 の段階 市役所 か ら出 るゴ ミお よび事業 所系 のマ ル秘 ゴ ミは

「デ ー タの保 護」とい う観 点 か ら、職 員立 ち会 いの もとに、再 生 シュ レ ッダー処 理の可能

な施 設 に持 ち込 まれ 、処 理 後、製紙工 場へ 直送 す る。 で きあが った トイレ ッ トペー パー

(65m巻 、 シン グル 〉は市役 所、 公民館 、・J・・中学校 な ど市の 公共施設 で使 用 され た。

平成3年4月 か ら始 まった この事 業 に よ り1年 間に使 用 され た トイレ ッ トペ ーパ ー は

12万 ロー ル。同 じ期間 に持 ち込 まれ た故紙 の総量 は105万 トン。これ は トイ レッ トペ ーパ

ー60万 個分 に相 当す る。 す なわ ちこの段 階 では 、 トイ レ ッ トペ ーパ ーの消 費量 は5分 の

1し か な く、故 紙 がだぶ つ くとい う結 果 に なった。 そこで故紙 の搬 入量 と同 じだけの ト

イレ ッ トペ ーパー を使 うこ とを目的 と して、 公共施 設 だ けでの利 用に は限界 があ るため、

市 内の小売 店での 販売 が開始 され る こ とに なった。

(b)市 内で 販売の段 階 平成4年7月 、清掃工場 内 に リサ イ クル用 シュ レ ッダー

設 置。 これ によ り第三 者の 手 を経 るこ とな く、 よ り完壁 な 「デ ー タの 保護」 を可能 に し

た。 これ まで業 務用 と して出荷 され ていた トイレ ッ トペー パー(100ロ ー ルがセ ッ トで1

つ の段 ボー ル詰め)は 廃止 し、1ロ ー ル130m巻 とし、6個 入 りパ ッ クに改善 され た。

更 に、市民 に円滑 に トイレ ッ トペー パー を供給 す るため、 市内の故 紙業 者 に依 頼 して

流通 倉 庫 を確 保 し、300ケ ー ス(1ケ ー スは10パ ック入 り)の 在庫 を有す る体制 を整 え

た。 そ してい よいよ リサ イ クル協 力店 に販 売 を依 頼。平 成5年4月 か ら販 売 を開始 した。

「L130」 と名付 け られ た トイレ ッ トペー パー は、 しか し、包装紙 は製紙 会社 の もので

あ り、立 川市の リサ イ クル製 品で あ るこ とを示 した シー ルだ けが 貼付 され ていた。 した

が って この段 階 では立 川の ブ ラン ドは まだ前面 に出 る こ とは なか った。

「L130」 はマ スコ ミで取 り上げ られ た こ ともあ り、市民 に は まず まず好評 で あ り、4

月、5月 に はそれ ぞれ200ケ ー ス(12,000ロ ー ル)以 上が 利用 され た。

(c)オ リジナ ル トイ レッ トペ ーパ ーの段階 「L130」 と並 行 して、平 成5年9月

か ら立 川市の 完全 な オ リジナ ル となる 「里帰 り」 と名付 け られた トイレ ッ トペ ー パー が

販売 され るこ とにな った。 ネー ミン グは市 民か ら公募 、デザ インは市が決 定 した。 この

ペ ーパ ー は 「L130」 と同規格 で あるが、 よ り柔 らか く、芯無 しで、パ ルプ100%の もの

と同程 度の 品質 であ る。 価格 は1パ ッ ク(6個 入 り)450円 。

オ リジナ ル トイレ ッ トペー パー の販路 の拡大 に立 川市 は力 を入れ、現 在 では小売 店 を

通す ルー トの ほか に事業 所 での利 用 も拡 大 して いる。 ル ミネ(駅 ビル)、 高 島屋 、 国立音

楽大 学 な どにおい て全量が利 用 され てい る。 この よ うな官 民 あげての努 力の結 果 、 りサ

イ クル の和 は広 が りつつ あ る。

(3)リ サ イクの成 果

さて、 これ らの トイ レッ トペ ーパー は どの程度 立 川市 民 に利 用 されて い るの であ ろ う
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か。 平成5年4月 か ら6年3月 までの間 に 「里帰 り」の利 用量 は1,796ケ ー ス(107,760

ロール)、 「L130」 等は3,011ケ ー ス(180,660ロ ー一ル)、 合 計4,807ケ ー ス(288,420ロ ー

ル)に のぼ ってい る(第6図)。 一方、市役 所 ・企業 な どの まる秘 を含むOA用 紙 、牛乳

パ ックな ど トイ レッ トペ ーパー ルー トで回収 された故紙 の総 量 は128ト ン。これ か ら作 ら

れ た トイレ ッ トペ ーパ ーは5,760ケ ー ス(345,600ロ ー ル)。

したが って、回収 量 に対 す る使 用量 は83.45%に な る。この点 か らす れば、立 川市 が 目

指 して きた オフ ィス故紙 の リサ イ クルはほぼ順 調 にその成果 をあ げつ つあ る と言 え よう。

おわ りに

この ま まの ス ピー ドで 人類 が ゴ ミを出 し続 けてい けば 、地球 は ゴ ミの墓場 とな って し

ま うで あろ う。二度 と使 え ない紙 トイ レッ トペ ーパー。 森林 資源 の保護 とい う観 点か ら

もパルプ100%に こだ わ る必要 は さらさ らない。かつ ては リサ イ クルの優 等生 と言われ た

トイレ ッ トペー パー も、最 近 はパルプ100%も のが勢 力 を拡大 しつつ あ る。

筆者 の学生 に対 す るア ンケー ト調査 で も、水 や トイ レ ッ トペ ーパー の無駄遣 い に関心

を持 って いる学 生 は61%に のぼ るが、 自分 の家 庭 で使 ってい る トイ レッ トペー パー が再

生紙 で あるか分 か らない者 が54%を 数 える。環境 問題 に関心 が あ るが、現実 の行動 との

間 には ズ レが生 じて いるので ある。

最 近 は各地で トイレや トイレ ッ トペーパ ー につ いて関心 が払 われ るよ うに な って きた。

今 後の重要 な課題 と して、 トイ レに関す る教育 の重要性 が痛感 され る次 第で あ る。

〔付記〕本稿の一部は1993年6月 に神戸国際会議場で開催 された神戸国際 トイレシンポジウム
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で発表 した。
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